
令和７年度 第２回 島田市認知症対策検討委員会 会議録 

開催日時 令和８年２月 24 日（火）19：00～20：20 

開催場所 島田市役所 大会議室西（３階）  

出 席 者 【委員】 

島田市医師会 

榛原医師会 

島田薬剤師会 

榛原薬剤師会 

地域包括支援センター（第一） 

地域包括支援センター（六合） 

地域包括支援センター（金谷） 

グループホーム（郷の家） 

小規模多機能型居宅介護事業所（まごころの家 島田） 

ケアマネジャー（ケアマネットしまだ） 

当事者 

当事者 

家族 

島田市民生委員児童委員協議会 

島田市商工会 

大井川農業協同組合 島田支店 

   【事務局】 

包括ケア推進課長 

地域支援係長     

保健師     

 

１ 開会 

 令和７年 12 月１日の民生委員・児童委員の一斉改選に伴い、１名の委員が交代となった。 

 

２ 会長あいさつ 

 皆様こんばんは。本日はお疲れのところお集まりいただきありがとうございます。 

よろしくお願いいたします。 

 

３ 島田市認知症施策について(報告)【資料１】 

 事務局説明 

 

〇委員 

 「脳の体操教室」の対象について伺いたい。 

 

〇事務局 



 65～84 歳の市民で、要介護認定を受けておらず、認知症の診断が無い方が対象。今年度は

軽度認知障害の方も参加可能とした。来年度の対象については具体的に決定次第、広報等で

周知を行っていく予定。 

 

４ 意見交換 

（１）相談しやすい地域づくりについて 

事務局が資料２について説明。 

 

〇会長 

 自分一人では抱え込まず、周りの人に相談することが大事とありましたが、周囲に相談す

ることで良い方向に動いた例などがあれば教えてください。 

 

〇委員 

家庭の中で困ってから相談に来ることが多く、初期に相談することが大事ということが知

られていない部分もある。 

 

〇委員 

母が認知症になってしばらくしたら徘徊をするようになった。夜中でも玄関を開けて出て

いってしまうことがあり、家族では対応しきれないことがあった。 

近所の人にも一人で歩いているのをみたら連れてきてくれるように相談していたため、気

づかず外に出ていってしまった際に、近所の人に聞くと「あっち行ったよ」と教えてくれる

こともあり、大きな出来事にはならずに済んだ。近所の人にもオープンにして言っていたの

で周囲に打ち明けられずに悩むことはなかったが、言うことで周りの人は助けてくれた。 

 

〇会長 

 周囲に相談することで得られるメリットが大きいと思います。またなかなか相談しにくい

という話もありましたが、実際に相談しにくいという声や受診に繋がりにくいということは

ありますか。 

 

〇委員 

 いろいろな相談を受け付けているが、認知症初期・中期の考え方はそれぞれで、「まだ大丈

夫」と話し、受診に繋がらない場合や、困っていても「年だから」と受診には繋がらない人も

いる。対して病的に感じない段階でも心配ですぐに受診に繋がる人もいる。 

 

〇委員 

 認知症の相談に来た際に、家族は心配しているが、本人が病院に行きたくないという意見

から受診や地域のサロンにも行けないという話があり、日々悩んでいる。 

 

〇会長 

 実際には周囲に相談することもためらうことがあるのだとわかった。 



それでは資料２①について周囲の人に言いづらい、言わないという原因を教えてください。 

 

〇委員 

 特に友人には心配や迷惑をかけたくない。またそれがもとで離れてしまい友人づきあいが

無くなってしまうのではないかと思い、言いづらいと思う。また、認知症について認めたく

ないということもあるのではないかと思う。 

 

〇委員 

 自分に置き換えると、自分なりのプライドがあり、認めたくない、人に知られたくないと

思ってしまう。 

 

〇委員 

 映画をみても感じたが、自分の将来に対する不安や自分の現在の位置づけが崩れてしまう

ように考えてしまう。 

また、民生委員をやっている中で相談をする前段階で、一人暮らしの高齢者で家族が干渉

をしない高齢者がかなりいる。民生委員が察知できればあんしんセンターに情報提供するが、

察知できないときもある。 

地域で高齢者４人の集まりがあったが、一人の方が認知症になった時、当事者以外の方が

離れていってしまった。すると認知症状も進んでしまうと思う。 

 

〇委員 

 自分が認知症になってることを認めたくない思いが一番多いと思う。覚えていないことに

対して「さっき言ったじゃん」というと当事者が感情的になってしまうことがあり、認めた

くないという思いが大きいのだと感じた。 

 

〇委員 

 自分が忘れやすくなり、前はこんな事じゃなかったと思うことがあった。周囲にも勧めら

れて病院に行くようにした。自分も別のことに目を向けるようにしているが、最終的には病

気のことを考えてしまうが、できるだけ進行を遅らせたいと思う。 

 

〇委員 

 診断を受けた時のことは覚えていない。周囲に言いづらいということは無かった。 

 

〇委員 

 友人に気を使われたくないと思うし、友人を伝って広まってしまうのではないかと思い、

相談しづらいことがあると思う。 

 

〇委員 

 心配をかけたくないという思いや、プライドがあって言いづらい原因になると思う。 

一人暮らしの高齢者においては、子が仕事などで、日頃接することが少ないと、認知症状



がある際に、気付いてもらえないケースがある。気づいたころには忘れてしまっている自覚

が無いほどまで症状が進行してしまうケースもある。 

周囲に言いづらい・言わなくても良いという考えにならないように地域で何とかしていけ

たら良いと思う。昔みたいな横のつながり（近所づきあい）も無くなってきた。みんなの協力

を得られる地域もあれば、隣に誰が住んでいるのかわからない地域もある。横のつながりが

あると、周囲が気づいて早期発見に繋がっていたが、最近はそのようなつながりが無くなっ

てきているのも厳しい現状であると思う。 

 

〇委員 

 まだ世の中の認知症に対する偏見が大きいと感じている。2004 年には痴呆やぼけと言われ

ており、差別や社会的偏見から認知症が恥ずかしいことという思いが大きかったと思う。今

も認知症を声に出して言えない事には「恥ずかしい」などの言いづらさがあると思う。 

 

〇委員 

 地域の講話に言った時、「認知症になりたくない」「忘れっぽくなった、どうしよう」と話す

方が多い。「忘れっぽくても良いんだよ。誰しもなることだよ」ということが言えたら良いと

思った。 

 

〇委員 

 上司に職場の関係で言いづらいということもあるのではないか。 

 

〇委員 

 医師に病気だと言われることはどうしても怖さがあるのではないか。症状として怖いこと

が忘れたこと自体を忘れてしまうということがある。自分や周囲が気づきにくい現状があり、

相談のしにくさに繋がっていると思う。 

 

〇委員 

 プライドがあるので他の人と比べて劣っていると思われることが嫌だと思う。友人に相談

しても、近所などへ伝わっていくことも不安。 

また今の生活が言ったことによって維持できるかが不安。認知症があることで運転免許が

取り上げられてしまい生活に支障がでてしまうということも言いづらい要因などではないか。 

 

〇委員 

 これまで認知症の人とどう接してきたかによって変わると思う。ネガティブに接してきた

人ほど認知症を言いたくないという印象がある。昔は認知症にかなり偏見があり、いままで

一緒に集まっていた人も「認知症だから誘うの辞めよう」ということもあった。 

薬局でも漠然と「医療にかかりたくない」と思っている方が多い。その中で自分に責任の

ある病気と無い病気があり、認知症や生活習慣病は「自分がこうだからなった」と思ってし

まうこともあり、その場合はなかなか受診しにくいこともあると思う。認知症に関しては、

その人に責任が無いのだということを伝えることが必要。 



 

〇副会長 

 認知症はデリケートな問題になることが多く、言いにくいということがあると思う。 

 

〇会長 

まず居場所がなくなるのではないかという不安、自尊心が傷つくのではないか、認めたく

ない、心配をかけたくない、迷惑をかけたくないなどから言いづらいのだと思いました。 

これを踏まえて資料２②どうしたら相談しやすくなるかご意見いただきたい。 

 

〇委員 

 薬で完全に治るのであれば相談してしっかり病気ととらえて直そうと思う。近所でも薬を

もらって良くなったという話を聞くので薬も進化していると思うが、完全に治すことが無理

だと思うと難しいと思った。 

 

〇委員 

 １回目の会議の際に、誰もが認知症になる時代だと聞いて、そういう時代が来るのだと思

った。それを周りが納得できて、一般的な風邪のようなものになれば簡単に口に出して言え

ると思う。誰もがなるという時代だから、みんなで認知症を理解する時代が来れば良いと思

う。 

 

〇委員 

 自分に起こることは他人にもなると思うと当事者意識となり、地域みんながサポーターに

なると思う。 

 

〇委員 

 12 年母の介護をし、最後は重度になって大変だったが、それでも車いすで買い物に行って

いると、母が周りの人に触れてしまうこともあったが、どんどん外出して、食事を少ししか

食べられないときもお子様ランチを食べれるように聞いたりとした。隠さなくても良いと思

っていたので、そのように思う家族が増えると良いと思った。 

症状が悪化することもあるが、それでも可愛いと思って介護していた。家族会の場でも言

っているが、せっかくそういう場があるので利用してほしいと思う。 

 

〇委員 

 自分自身が認知症になったことで自分がびっくりし、これからどうしようと考えることが

あった。昔の人は認知症とは言わず、年を重ねて忘れっぽくなったと言われる。それが年を

重ねるうえでの過程だと思い気にしなかったが、自分が忘れっぽくなり受診し認知症とわか

ってからは、友人づきあいでも引っ込み思案になってしまった。最近はそれじゃだめだと自

分に言い聞かせて、友人に連絡を取り話したりと自分なりにやっている。病気が前に進まな

いようにお願いをしている。 

 



〇委員 

 病院には家族が一緒に着いてきてくれるから行きやすい。普段から電話で娘と話をしてい

るので、娘には相談しやすい。 

 

〇委員 

 祖父が、ショックな出来事があってから認知症を発症し、物忘れや幻覚が出てしまったこ

とがあった。家族会議をして、毎日祖父に声をかけるようにしたところ、物忘れや幻覚の症

状が無くなった。早い相談が大事だと感じた。特別な病気と思ってしまうと相談しづらいと

思うため、芸能人が宣伝をしてくれたらハードルが下がるとも思った。まずハードルを下げ

ることが大事だと感じている。 

 

〇委員 

 周りに支援者がいることで心強さから受診などに繋がると思う。家族や友人に言いにくい

こともあるが、そこを理解してもらえる環境を作ることや、認知症について子供たちも含め

みんながもっと知れたら良いと思う。自分の子も介護関係の会社に遊びに行ったりお祭りに

協力したりしていると、高齢者に拒否反応等は無く、「困っている」と気づいて手を差し伸べ

てくれる。周りの理解が大事で、それにより認知症の人を支えることができると思う。 

 

〇委員 

 認知症の偏見が無くなればいいと思う。理解を深めることが相談しやすくなる社会に繋が

る思う。病院に関しては、認知症や物忘れが始まったことで病院に行こうと勧めても、認め

たくない思いから受診に繋がらないこともあると思うので、診療科の壁をなくし、病院でも

困ったことがあったらまず相談してというように受け皿を広くしてもらうことで、そこから

専門医に紹介してもらえばよいと思った。 

 

〇委員 

 友人には言いづらいこともあると思うが、友人に言っても「そうなんだ」と言ってもらえ

るような世の中になれば相談しやすくなると思った。 

 

〇委員 

 小学校に認知症サポーター養成講座に行くが、今の子供たちは高齢者と住んでいる人がと

ても少ない。若いうちから高齢者について知ることが大事。高齢者に限らず各世代に沿った

知識を持つことが大事。 

 

〇委員 

 子供たちの教育では、自分の頃は障害のある子は分かれて教育を受けていたが、今はイン

クルーシブで障害の有無に関わらず一緒に教育を受け交流するという支援体制を目指してい

ると思う。同じように認知症の有無に限らず、その人は変わらないということに着目するこ

とが大事。偏見はなかなか無くならないが、認知症になってもできることがあるということ

は映画やテレビなどでも言われている。自分もそのように周知ができればよいと思う。 



 

〇委員 

 社会全体で認知症への理解度が上がれば相談しやすいと思う。そのためには小さいころか

らの教育ができればよいと思う。市内の小学校では、授業の中で介護施設の高齢者と触れ合

うことを行っているところもある。子供が高齢者と接することで、子供が大人になった時に

も優しく接することができると思う。芸能人による宣伝などでも周知が広がると思う。 

 

〇委員 

認知症は誰でもなるものということを周知することが大事だと思う。膝痛を悩んでいる人

に 80 年も使っている膝だから痛みも出てくるという話をする。すると納得してもらえること

が多い。脳も 80 年も使っていると話していると受診してみようかという気になる人もいる。

特に雑談の中で話すほうが受け入れが良い印象があるので話す場を整えることも大事だと思

う。 

民生委員の方から相談を受けた際に、「もしおかしいと思ったら言って」と市民に言われて

いた民生委員がいざ声をかけてみると怒られてしまうことがあると聞いた。当事者から相談

することも大事だが、当事者が直接相談しなくてもどうにかなる仕組みも必要だと思う。 

 

〇副会長 

 正しい啓蒙活動をし、誰もが認知症になると知ることが大事。認知症も病気なので、早期

発見治療は大事。家族形態も様々なので相談できる場を明確にしていき、マンパワーや予算

も含めて今行っていることを続けていくことが大事。 

 

〇会長 

 地域を耕す地域の温度を上げると良く言うが、島田市が相談しやすい地域となることが、

誰もが安心して認知症になれるまちに繋がると思う。 

 

９．閉会 

〇事務局 

 市でも本日の意見を参考に認知症施策に反映できるようにしていきたいと思う。またぜひ

本委員会の内容を所属団体でも共有していただきたい。 

 


